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信用制度の二側面についての考察

一個別資本視角からの信用論の克服をめざして一

松　本　　　朗

I．　‘；1二　じ　　め　　‘二

　1990年6月中旬から7月にかけ，金融制度調査会および証券取引審議会など

が相次いで報告審あるいは中間報告をまとめた。我が国の金融改革も，業態規

制の見直しという段階に本格的に入ったと言って良い。近年の金融自由化，金

融革新は，業態間での利害対立を背景にさまざまの論議を呼び起こしたが，こ

うした実務上での議論とともに，他方で，理論的側面へもさまざまの問題を提

起してきたい。特に，NOW勘定．MMMF等の貯蓄性と決済性をあわせもつ新

型金融商品の登場は，改めて「銀行とは何か？」という間いを投げかけるとと

もに，通説的な金融理論とは異なった視角での利子・信用論展開の必要性を要

請することに李ったといえる。本稿は，こうした中で従来の金融論にたいして

新たに展開された，いわゆるペイメント・システム論伎払い・決済システム

論〕に触発されながら通説的な利子・信用論の再検討とともに，通貨・銀行を

匂括する新たな信用制度論を展開することを目的としている。

　今日の金融革新によって引き起こされた議論の背景には，一方で「く通貨の

定義と範囲〉が拡散してきた」という事情が存在し，他方でそれが「く銀行の

定義と帷囲〉に疑問を」提起している，といわれている！一。「銀行制度…それ

1〕　境近の金融制度ま革をめぐる議論を蟹理したものとして次のものを挙げておく。伊真佗「金融

　制度改革芭の再枚討：ノiト』6繭経台桑’榊奈川大判策25巻第一号．1989年。伊際民は．理

　状の読論の校甜必展項目として，1、ユニバーサル化のメリットとデえリット，2．貨蛉・決済序

　劇とは何か．線行とは何か，3．金融機聞の直面するリスクとは何か．を示している｛16卜
　】68則。
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自体が通貨供給システム」であり，それゆえ「通貨とは何か，という問いと，

銀行の特質とは何かの問い」とが，「裏腹な」ものであるとすれば，問題の接

近もまた，「通貨」と「銀行」がどう関連し，どのように理論的に取り扱われ

たかを考察することから始めることになろう。

　その場合，われわれの視角は，この両者をマクロ側面（社会総資本側面）と

ミクロ側面（個別貸本側面）とに区別して考察するところにあ乱すなわち，本

来「通貨」問題はマクロ側面の問題であり，「銀行」の問題はミクロ側面の問

題であると考えられる。従来の議論は，ミクロ面での説明が無媒介的にマクロ

面の議論へとつながっていくところに大きな問題があったものとわれわれは考

えている。そこで，金融制度改革と関連して近年注日すべき議論を提出されて

いるペイメント・システム論が提起した問題を次章において整理してみる31。

I．ペイメント・システム■と聞■握竈

　ペイメント・システム論の代表的な論客である吉田焼氏は，従来の金融論に

おいて銀行は金融仲介機能と貨幣供給機能の二面性において捉えられてきた

が，この二つがどのような関係をなしているかは必ずしも，明確ではなかった

とし，現在の銀行の機能を次のように捉える。銀行は，「貨幣供給という形で

金融仲介を行」う‘1。すなわち，銀行は「自己宛一資払債務（現在は預金）を

2〕鈴木芳鍵「わが国の金融自由化」鈴木芳億編著0現代金融着』文貫堂，1990年，152頁。

3〕大＾重衛氏1オ，近年のディスインターメデイエイション崎に開連して．従来の銀行頭金踏がマ

　クロ的な環稟をミグ回的調面から説明しようとして、大きな誤記を犯している、という批判を行い．

　銀行頭金のマクロ的電面とミグ回的働面について検討してい乱筆者との撮角には相違があるものの，

　不着は氏の問園意業に一定の影響を受けている。大島量衡撤行対証券一「貸本シフト」警から「金

　融証券化」動への糸引一」「金融経i斉』算220号．1987年1月．78－81頁。また，梶枝日朗氏は、

　従来の慣用警体系が「橋別資本視角から、流通時間の止場」をめざす短期金融の体系と資本の所

　有馬胴の突畿をめざす長期金融の体系として展開されてきたが。こうした見解でほ，「発震・屹化

　の実機となる銀行券の売行の狽掲カ欄られていない」，と批判される。『銀行伯用警一種用の讐略

　化と個用の利子生み行本化一」帽用理崎研剋算2号，1985年7月。

4）　吉田崎「ペイメント・システムのリスクと銀行の本質」o武資大学書熟県35巻算6号，19㏄牟

　3月，27買。
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貸付け」，「これにより…信用創造をしながら同時に金融仲介を行う」5i。ペイ

メント・システムとは，こうした銀行を担い手とする，支払い・決済システム

をさしている。

　この場合重要なことは，銀行によって創出された決済手段（預金）が，銀行

システム全体から見れば預金と・していずれかの銀行に還流してくることであ

る。ペイメント・システムは，この遠流メカニズムによって支えられており，

また，そのメカニズムによって預金は「それを移転させることによって慣枯債

務を還流させる」決済手段になり得るのであ砂i。それゆえ，このペイメント．

システムには，預金が還流し決済手段化するメカニズムを支える条件が，すな

わち「支払いを受ける者が．預金の振替をもって支払の完了とみなしてくれる

ことが必要である」〒一。インター・バンク・システムは，ペイメント・システ

ムにとって不可欠の条件として歴史的に形成されてきたものであり，また中央

銀行も「銀行に対する与信によって中央銀行貨需（ハイパワード・マネー）を

創出するとともに銀行間決済（準備金の振替）を行うという点でペイメント・

システムの要に位置」oIしている。

　以上見てきたペイメント・システム論において特徴的なことは，第1に，マ

クロ的に見ればペイメント・システムでは，預金が，それがシステム内で遠流

する一相殺メカニズムカ順1徹する一という条件を基礎に，決済手段化している

ということである，i。第2に，個々の銀行は，こうしたシステムに支えられて，

「貸出を設定することによって預金を創出して」おり，「銀行が預金を受け入

れるのは」，個別銀行が「支払準備を補填するためである」m一。いわば，「始め

5）吉田続「ペイメント　システムから銀行システムを考える」帽用理書研究』業6号．1989年9

　月．48頁。

6〕吉田続「金融リストラクチャリングと決済制度の安定性」6金融研究』業7巻算3号、1988年10

　月，67頁。

7〕吉田，前掲「ペイメント・システムのリスクと線行の本質」．26頁。

8〕吉田，前掲「ペイメント・システムから銀行システムを考える」、48－49買。

9〕吉田氏は、決済手段としての現金㈹行券）と預金との差興を認，めていない。むしろ．「現金す

　らも積金の修転を媒介する手段である」としている。「支払決済システムの進度と今機の課口」『金

　順ジャーナル’1985年11月号、10買。また．以下も参照されたい、吉田．酌掲『ペイメント・シ

　ステムから銀行システムを考える」、56および59頁。

10〕大畠、前掲書文，80買。
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に信用創造ありき」1I，である。この点をマクロ的に見れば，「銀行預金はすべ

て派生的預金として…捉えなければならない」，ヨー。マクロ的には．信用のメカ

ニズム（還流・相殺）が信用貨幣（預金）を現金と同じ決済手段として機能さ

せ，この条件に基づいて個別銀行は，信用の利子生み資本化（信用創造〕を達

成する。信用のメカニズムが自己完結的に貫徹し，貨幣金が中央銀行の準備金

として現実の流通過程に登場しない現代祉会では，マクロ的に見るならば，本

源的預金が銀行システムの外部で形成されることはない。その意味で銀行預金

はすべて派生的預金としてしか捉えられなくなる。これが，ペイメント・シス

テム論の根幹といえよう。

　それゆえペイメント・システム論は，従来の銀行論が銀行システムの外側か

らの本源的預金の形成を論じ，商業信用→銀行信用の脈絡で銀行論を展開する

点に，大きな疑問を示している。すなわち，「近代経済学…では，中央銀行が

国債などの黄オペレーションを行って，ハイパワード・マネーを供給し，これ

が本源的預金となってその後の信用創造過程を説明する。この場合，……，再

生産過程との関連が無視されることになる」。また，「マルクス経済学の信用論

にあっては」，1．「本来の貨幣が後景に退いてしまっている…現実に対する有

効な説明原理を」示していない。2・銀行論の展開が，「商業信用から銀行信

用への展開」と，「現金的信用創造論」との「二元論」になっている。3．「今

日の金融問題を」考察する「場合にも，遊休貨幣資本があたかも銀行システム

の外側で形成され，銀行システム内の本源的預金の源泉になるかのような説明

を行っている」旧』。では，こうした問題提起にたいして我々は，通貨・銀行の

問題を取り扱う信用制度論をどのように理解するべきであろうか。次に，この

課題に取り組もう。

u｝　吉田．前掲「ペイメント・システムから銀行システムを考える」，49買。

12〕大島、前掲請文，81頁。

13〕吉田．前掲「ペイメント・システムから銀行システムを考える」、50買。
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皿．何月制度の二つの側面と徳用の役目

　信用制度の概念把握を行っているとされる■I一『資本論』第3部第5篇第25章

においては，まず信用制度の二側面を論じている，と考えられる。第1は，支

払手段としての貨幣の機能が信用制度の一「自然発生的な基礎」であり，この信

用制度においては，資本家どうしの「相互的前貸が信用の本来の基礎をなす」

のと同様に，債権債務の相殺によって最終的に決済される限り「絶対的に貨幣

として機能する」手形が「本来の信用貨幣である銀行券等々の基礎をな」して

いることである。第2は，信用制度のもう一つの側面が，貨幣取引の発展と縞

ぴ付いており，利子生み資本あるいは貨幣資本の管理が，貨幣取引業者たちの

特殊機能として発展する．ということである。ここで述べられていることは，

貸し手と借り手の媒介者としての銀行業務の側面を指摘したものとされている。

　このように，前者では，商業信用→銀行信用による，すなわち商業信用の銀

行信用での代位による銀行券発行，「銀行業の信用創造機関への転化」が，後

者では貨幣取引業→銀行資本という方法での金融媒介機関としての銀行業の論

理が説かれている。つまり，「二つの経路から銀行信用」が捉えられているも

のとされ，それゆえ，この二つの諭理は信用制度すなわち「銀行制度形成の基

礎」である，と一般には考えられてきた。そこでは，二つの論理をいわば並列

的に捉え，諭理段階の異同や両者の関係などは問題にされてきていない旧一。し

かし，この二つの経路を並列的に捉え，両者の関係を無視して良いものであろ

うか。

　この点を考察する上でまず触れておかなければならないのは．『資本論』第

3部第5篇第27章において論述されている信用の役割についてである。当該商

工4〕大谷禎之介「r資本台』における僑用の役割」0信用理論研究』第3号．1986年10月，58頁。同「6経

　済学批判’体系ブランと信用警」浜騎・深J響喩本己体系6　利子・借用’有斐聞．1985年．

　272頁。

15〕　o資本警』の当該個所の解説としては、とりあえず次のものを挙げておく，漂町郁■一r慣用と

　架空資本」前掲「資本議体系6　利予・増刷。きた、従来の銀行橋用産が二元議的である裏に対

　する批判としては、前掲の欄校論文も参照されたい。
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所においてマルクスは，信用の役割を4点挙げている。このうち，第25章の冒

頭で述べられた信用制度の二側面のうち第1の部分に関係すると考えられるの

は，流通費の節減に関する部分である。

「皿．一つの主要な流通費は，それ自身価値をもつ限りでの貨幣そのものであ

る。貨幣は信用によって三通りの仕方で節約される。」旧1

　この節約される貨幣は，「資本が流通時聞中にとる形態たる流通資本」であ

る「過程的統一としての資本の本源的費用」ではない。ここで節約されるのは，

純粋流通費としての貨幣費用である1引。すなわち，「「商品の生産課程である＿

定の祉会的生産過程形態』から生ずる純粋流通費用としての貨幣費用」である

査毒虫あξあである。純粋流通費であるこの貨幣そのものは，本源的流通費用

としての流通實本とは違い，「各個別資本が自らの連動の費用として直接に支

出あるいは投下するわけではない」。だから，この貨幣そのものの節約は，個

別實本の直接的な動機として行われるわけではなくて，「資本の必然的傾向の

『社会的結果』として」達成さ牟る・そして・個別資本の直接的動様として達

成されるわけではないこの「祉会的結果」としての貨幣の節約を資本主義的生

産社会において完成させるものこそ，信用制度に他ならない。信用制度は．「さ

しあたり流通部面に不生産的形態で拘束されている」貨幣そのものを節約する

ことを適して，純粋流通費としての貰箒費用一流通空費一である貨幣補債費用

と生産空費である貨幣用金生産費一この両方の空費は共に社会的生産を制限す

る一を軽減するからである岨㌧この意味で，たとえば，「流通費に，しかもそ

の大きな費用に属する」「貨幣それ自体」「を無価値の代理物におきかえようと

する…責本主義的生産の傾向」1帥も，信用制度において現実化するといえよう。

　このように信用制度は，個別資本の動機としてではなく，「資本主義的生産

16〕　K．Mam，κo〃。’．目d，m．MEW．閉．25．S．451．喘本む』策10巻，新日本出版社．754頁。

17〕犬吹勝男嶋選費用とサービスの理厳』梓出版社，1985年，I6－17買および90頁。

18〕大吹．前掃脅．89－92買。大吹氏は、本書業3，において，続粋抗通資用としての讐暁費用で

　ある伐静そのものと讐格構構資用は、空費としては讐箒用金生産費と同じものであるが、これら

　費用の祉会的生産への影響1ま相遺することを．厳密な分析によって明らかにしていん

19，　k．㎜ホ富。　I・⑭．3－I醐bo＝Co凹㎜o＾㎜．m酬8m8町。po．T0H49．Moo■■．i9報．o■p測．　中二照悦．大

　谷穂之介催訳借本の錆通運程』大月脅店、1982隼，113買。
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の傾向」つまり「社会的結果として」貨幣そのものを節約する「発展した貨幣

制度である『信用での取引』制度」一としての側面を内包することになる帥。こ

うした視点から上記で引用した信用制度の一方の側面における「信用制度」の

ふたつの「自然発生的な基礎」を見ると，それが商業信用から銀行信用への上

向の体系帥を示しているのではないことが見えてくる。すなわち，そこではま

ず貨幣節約を達成する信用の内容と条件が指摘され，つぎにそれが銀行券流通

へと貨幣節約を発展させる論理的基礎が展開されているものと読み取ることが

できる。竹村脩一氏は，「取引としての信用」…信用・銀行取引と「通貨とし

ての信用」＝信用通貨の両側面をもって「金節約体系」と規定された！■が，信

用制度を考える場合，この指摘はきわめて重要であると考えられる。つまり，

信用制度は，「取引としての信用」を論理的基礎に「通貨としての信用」を発展・

展開させる論理を内包する貨幣金節約体系であると規定でき，このことが信用

20〕山本孝則「「車積』からみた『資本出第3部第5篇25．27章の位量一第5篇の基本構成との開

　連で一」6武威犬学論集』第33巻第1号．1985年6月、63頁。

21〕商業信用から銀行信用への上向体系において信用制度一線行制度を捉える力法は、さまざまの

　議者によって展開されてきたが，業者が特に念頭に置くのは，管別資本視角より流通時間をき泣

　通を高笑信用の本質と捉え．画桑手形の渣通の限売の止場をもって銀行信用を洲く方法である。

　このような竃者を含め従来の銀行伯用線への批判としては，次の労作を書照されたい。構枝録朗『貸

　霜・信用・中央銀行』同文能．1988年．特に箏8章。また．場彼．前掲略文も参照されたい。

22〕竹村㍍一『再生産と賞際・信用」竹村佑一・玉3井昌夫‘『金融経漬着制版〕一存裏麗．1978

　年．24貫。筆者は，「取引としての信用」を考えるわ合、竹村氏が本来の意味で使われている社会

　的連開を意味する取引行為としての信用をここでの算一着的な内容と捉えたい。「算1の取引と

　しての優用』が装本的であり．『取引としての信用』を讐議にして何故値用がi賞の機絶を営むか

　を明らかにすべきであろう」仙田書恵夫「信用讐議について一健用主業と量金主業」何学院大

　学事己宴’　幕19巻，　1981年．　158頁〕o
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制度の一方の側面の内容であると考えられるからである！3■。さらに，この貨幣

金節約体系としての信用制度の一方側面は，「社会的結果として」あるいは「資

本主義的生産の傾向」としての（総資本的な）性格のものであるから，貨幣取

引業者と利子生み資本・貨幣資本の管理とが緒ぴ付いた銀行業者・銀行信用の

具体的内容を展開している「信用制度のもう一方の側面」の論理的基礎をなす

ものといえよ㌔言い換えれば・利子生み資本の形態で「資本の私的性格を破

棄する」銀行制度＝信用制度は，信用創造をその核心とするがゆえに，信用に

よる貨幣代位を前提せざるを得ないのである！出。

　ここで，信用制度諭を考える場合のわれわれの立場を若干明らかにしておか

なければならない。既に多くの支持を得られている川合一郎氏の信用論体系で

は，信用制度の体系の一方の側面を「広義の流通費用の節約のために生まれた

23〕大谷禎之介氏は、信用制度の一方の側面1『資本論』第3部第25章第2パラグラフ〕を．商業信

　用→銀行信用という上向論理の体系として捉えるのではなく・重1層的につぎのように捉えられて

　いる。すなわち．当該個所は，「前者では．資本主義的生産のもとでの発展した貨幣制度である

　Kredit洲‘㈹の基礎が掛売りにおいて授受される信用であることを述べているのにたいして、後

　者では・銀行制度を主内容とする何叫t㎜3州の基礎が商業僧用一，拡大され、一般化され．仕

　上げられjた前者であるから「これらの相互前貸’と言われている一であることを述べている」。

　大谷偵之介「惰用と架空資本』｛o資本論』第3部第25章，の草稿について‘下）一策3部第1碕

　第5章から一」o経済志村」1法政大学〕第51巻第4号．1984年、13頁。また「資本論』では．次の

　ような記述が見られる。「信用は．やはり富の社会的形態として．貨幣を駆逐してその地位を誓う。

　生産の社会的性格にたいする信頼こそは・諸生産物の讐幣形態を，なにか単に刹那的で齪念的な

　ものとして・単なる観念として・現れさせるのである」〔K・Mar几。・o・0・・S・588・前掲・第11巻．

　1㎜頁L「銀行制度は・さまざまの形態の流通信用による貨幣代位によって・貨鴨が実際上，労

　働およびその生産物の祉会的性格の特殊的表現以外のなにものでもないこと・しかしこの祉会的

　性格は私的生産の基盤と対立するものとして・究極的にはつねに一つの物として、他の詣繭晶と

　ならぶ特殊な商品として・現れざるをえないことを示す」（K・M酊克・ル1－do・S・621・前掲・第11巻、

　1063－1064頁〕o

m）　下平属輸氏は。帽用と景気循環』（新訂創1978年〕の中で次のように拍措されん「銭行実が多

　徴存在し，持続的かつ多面的に、再生産過程にある請資本に作用を与える特殊的体系に発農すれ

　ば銀行制度昌信用制度となる。ここで特殊的体系というのは・銀行券や預金賞箒などいわゆる債

　。用創1進によって金それ自体の制限を突破するような特殊な制度をいうのである」11ト1？頁j．r銀

　行は．利子を取得するかぎり，貸本を創造することになるが．同時にそれによって流通手段をつ

　くりだし，貨格機能を代位させることになる。もし信用が貨幣換能を代位できなかったならぼ

　銀行1ま0資本’を創造出来なかったであろう。この意味では．信用と讐略流通の関係は重要な地

　位を占める」伽頁几また、松本久維氏は・「帽用点箒の創1進による貸金属の独占の制限』また

　1ま『流通する信用による貸需の代位』という信用制度1の重要な機能一それこそが『信用制度の、

　方の面’だろう」．と指値される。『金問題と讐鴨・信用竜』金沢大学経済学部研究査書3．1990年

　226頁。
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商業信用の展開」とされた上で，さらに「銀行信用を商業信用の社会的展開と

とらえ」られ，銀行信用は，「内容的には，一覧払い，持参人払いの手形保証

であり，形態的には，銀行は自己の受ける信用（一覧払い債務）を1有期で）

貸付けることになる」と押さえられる蝸一。こうした視点を出発点とする川合信

用論体系には，一定の批判も提起されており蝸一，ここでそれらに触れる余裕も

ないが，次の点でわれわれは川合氏の信用論の立場をとるものではないことを

指摘しておきたい。信用制度の一方の側面は，「広義の流通費用節約」という

面では確かにその出発点に商業信用を置くことができよう。しかし．「流通費

用節約を目的とする」商業信用の限界を止揚することで銀行信用が規定される

わけではない。なぜならば，「流通費の節約」動機をその主内容として「商業

信用」を捉え，「流通費用節約」の社会的展開を「銀行信用」とする考え方か

らは，銀行信用本来の特徴すなわち無準備の債務による貸付け：信用の利子生

み資本化1f］が説けなくなるばかりではなく，既に触れたように信用論における

「二元論」という批判を克服できないであろうからである。

　ところで，大谷禎之介氏は，近年のマルクス草稿研究の成果により『資本論』

第3部第5篇第25章一第35章までの課題を「信用制度のもとにおける利子生み

資本の具体的諸姿態を、資本主義的生産様式一般の特徴づけのために必要なか

25）川合一郎0川合一郎書作業第6巻　管理通貨と金融資本』有斐間．1982年．27－32頁。

26）川合信用替に対する検討としては、とりあえず得校氏の前掲讐，第6章を参照されたい。また、

　下平尾氏の前掲書．特に拠頁以降も参考になる。そこでの視点は，信用理竜研究会録噌用竈研

　突入門』有斐間、1981年．19－22頁にも見られる回また，同省41－42頁帷井交信氏警柵も参

　照されたい。

27〕　「銀行業者1ま焦準伽の自己にたいする債務を負うのであって．銀行業者が行う讐需貸付の特徴．

　銀行信用の銀行信用たる所以は，このように、貸付けを行う他方で銀行実者が篠準篇の債務を食う．

　という占にある」‘三宅讐夫「商業信用と銀行侶用」欄座信用合体系I』日本評警衛社．1956年，

　51頁〕。
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ぎりで明らかにする」四jことだとされた的㌧こうした成果からすれば，信用制

度論においてまず明らかにされなければならないのは，信用によって「利子生

み資本」がどのように「管理」されるかであろう。つまり，「利子生み資本」

を媒介する銀行信用の内容と形態の解明がまずなされねばならなかった。すで

に述べたように銀行信用の特徴は，貸付けを行うと同時に自らが無準備の債務

を負う（＝信用の利子生み汽本化）ところにあ孔銀行は，こうした行為を通

して「信用創造機関」と「信用媒介機関」という二重の性格を同時に帯びるの

である。ところで，銀行信用の核心たるこの「信用創造」には，銀行が負う「無

準備の債務」が貨幣金にとって代わって「通貨」として流通するという条件が

必要である。言い換えれば，信用が貨幣を代位していなければならないことに

信用創造の基礎条件がある。ということは，「利子生み資本の具体的諸形態」

を明らかにすることを課題にしている信用制度論において最初にされなければ

ならないことは，信用が貨幣を代位する論理的条件を必要な限りにおいて示す

ことではないであろうか。

　この考察からわれわれは次のように整理する。信用制度の一方の側面は，信

用による貨幣代位の体系である。そして，その論理的基礎は商業信用に見るこ

とができる。信用によえ貰幣代位の完成形態である銀行券さえも，その流通の

論理的根拠は商業手形の分析によって明らかにすることができる。その意味で

「銀行券等々は，貨幣流通に…基礎をもつものではなく，手形流通に基礎をもつ

28j　大谷・前掲「『資本業’における信用の役割」53頁。嗜本讐』算3部第5篇をめぐる動向を蒙

　園したものとして．開便猪一郎『資本議』算m部第5篇研究の到達合一浜牙佼一郎・漆J郁頭録r汽

　本警体系6　利子・信用’｛有饗麗刊）によせて一」『高知短期大学研究報告　祉会科学巳桑』業

　51号、1鰍痒を着げておく。麗復氏は本文の中で大谷氏の見解を高く評価されている。

29工優辺佐平氏‘ま，利子生み資本竈と信用制度竈とのむ投な間連を翅められ、利子生み青本の現業

　的な連動形態が信用制産のもとで分析されることを指策されていんr信用㎝産書と信用種台」r資

　枯脳利子情用・淋書店，196峰・111－113乳また・浜職一郎氏は・利子生み淋と
　徳用劇度■との開連についての竈説を分析し，r利子つき資本の発生・成立についての説明1オ，・．．

　同吟に利子つき書本の具体的形態である銀行の値用　信用㎝産の発生　成立の識明でなけれぱな

　らない」とされる。「利子つき讐本書と信用続度警」川合一郎■明代信用8（上〕’有素園．

　1978年，35買。
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ている」3。’といえよう。しかし，信用制度論の中心的課題は，「信用制度のも

とにおける利子生み資本の具体的諸形態」を「必要なかぎりにおいて明らかに

する」ことであるから，言果題の解明を越える「信用制度とそれがつくりだす諸

用具（信用貨幣など）との立ち入った分析は，われわれの計画の範囲外にあ」醐，っ

たのではないか。

　この点を確認した上で信用による貨幣代位について次章で見ておこ㍉

w．管用による貨略の代位一着用制高の一方の電面■

11）高男情用と貨階縦引責木における着用による貨議代位

　信用制度の一方の側面である貨幣節約の体系は，どのように具体化するのだ

ろうか。純粋流通費用としての貨幣そのものの節約は，「A．取引の一大部分

にとって，貨幣がまったく必要とされなくなることによって」，「B．通流する

媒介物〔流通手段〕の流通が速められることによって」，「C．紙巻による金貨

幣の代位」肥’．によって達成される。信用制度は，さまざまの段階の信用関係1く商

業信用〉く銀行信用〉く中央銀行信用〉）を内包するが，上記した3つの貨幣節

約の論理的基礎条件は，信用制度における「自然発生的基礎」である「支払手

段としての貨幣の機能」と「商品生産者たちと商品取引業者たちとのあいだで

の債権者・債務者の関係」によって与えられている捌。それゆえ，「商品生産

者たちと商品取引業者たちとのあいだで」結ばれる信用開係一商業信用が，ど

のようにして貨幣を代位し，その条件は何かがここでの課題である。

30，X．Mam．o．’．0．．S．413，前掲．策10巻，68順。松本久維氏1まこの部分を、「受ける信用」を表

　す手形が信用の与え手の交替によって流通するのと同様に，銀行の．『受ける信用」を表す「本来

　の信用貸需」も，銀行にたいする信用の与え手の交響によって流通するということを示している

　もの．とされている。注目すべき指拍であると考えてい糺前掲害．227買。

31）　K．Mor■．o．o．o．．S．413，前掲，680頁。

32）　K　Mar■．‘舳。　S451－452．酌婦、7麗一756頁。当該部分は．＾　慣措検続の業中による傾讐’

　相役の展馬，B．銀行資本の信用銭介機脂による貴需の流通連産の端加．C、銅行券1二よる讐静

　の代位、と考えられている。獲辺佐平「信用制度の役割」り座信用書体系一1’日本訴登新祉、

　1956隼、174－181買。また，K，Mam．‘．o．0．．S．536－537．前掲，算11書，㎝上90狽。

33）K．M舳．伽舳．S．413，前梶，680－68順も参照されたい。
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　山田喜志夫氏は，「信用が貨幣を代位する条件はなにかを，つまり…貨幣と

信用の関連を解明」舳するという問題意識のもとに，われわれの課題に対する

基本的な解答を引き出されておられ糺ここでは，その議論に基づいて信用制

度における貨幣金節約の論理的条件について考察する。山田氏の重要な結論は

次の点に求められる。すなわち，「第1に，信用という社会関係は基本的には

資本の還流への信頼に立脚した将来の貨幣の観念的な先取りを内容とする貨幣

支払約束（債務）であり，第2に，再生産の流動性が維持されている限りにお

いて，この信用は貨幣に取って代り，信用が貨幣機能（支払手段）を代行する

・・… Aこの信用の通貨形態が信用貨幣にほかならない」珊㌧氏は，第1に，信

用の概念＝基本規定を明確にされ，第2に信用の貨幣化の論理：信用貨幣の条

件を述べられている。それによれば信用の貨幣化は次のように説明される。例

えば，再生産過程の資本家が相互に与えあう商業信用では，一般に，一定期限

後の貨幣支払約束である商業手形と引換えに商品が販売されることによって信

用関係が結ばれる。その商業手形は，再生産的連関関係のある機能資本家間の

債楮債務の連鎖に従って転々流通し，最終的にそれら債権債務の相殺によって

決済される限りにおいて「絶対的に貨幣化」する。だが，商業手形は商業信用

の内容を表しているのであるから，その手形が流通するか否かは，手形振出人

の支払能力にかかっている。つまり，資本の円滑な還流に依存しているのであ

る醐。ここで山田氏は，信用の基本規定から導き出された信用成立の条件すな

わち資本の還流を基礎に，相殺メカニズムが貫徹することを，信用の貨幣化の

劉〕　山田，前掲硲文．158頁。さらに次の論文も参照されたい。「利子生み資本と信用一個用の本質．

　条件・機能一」「国学院経済学』第32巻第2・3・4合併号・後者の百文において山田氏は，信用

　の本質を利子生み貸本と規定され，「商業信用も利子生み資本の独特な一形態」1196則であると

　指値される。この点に聞して，筆者は今尚理解できる段階に至っていない。この点は・今後の桧

　肘さ果園としたい0

35〕　山田，前掲「信用讐需について一伯用主業と重金主義」161頁。

36）山田、前掲「信用讐喘について一層用主業と重金主義」159－161頁。1司。爾掲「利子生み資本

　と信用一信用の本質・条件・桧能一」199－201頁。
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諭理とされているものと考えてよいであろう37㌧

　以上の検討から，われわれは資本の還流が信用成立の第1条件であると同時

に，その第1条件と相殺論理という二つの要素が「信用の貨幣化の要素」であ

ることを理解した。次に，信用制度においてこの要素がどのように貨幣金節約

と関連するかを考える。

　「資本論』では次のような指摘が見られる。「これらの手形は，債権債務の

相殺によって最終的に決済されるかぎりでは，絶対的に貨幣として機能する。

というのは，その場合には，貨幣への最終的な転化が生じないからである」捌。

この指摘では，手形の「絶対的貨幣化」は，「貨幣への最終的な転化が生じない」

ことと読み取ることができよう。前章で検討したように，信用制度の一方の側

面は貨幣金の節約体系と理解できるとすれば，この手形の「絶対的貨幣化」の

論理の展開が信用制度一方の側面の基礎をなすのであろう。さて，商業信用を

表す商業手形の絶対的貨幣化が「債権債務の相殺による最終的決済」にかかっ

ているとすれば，商業手形の円環上の流通が，その手形の「絶対的貨幣化」の

条件である。だが，この手形は，「絶対的に貨幣化」し，貨幣金の節約を完全

に達成するものではない。なぜならば，「この純然たる商業信用の循環」を可

能にするような「再生産の完全な循環は，例外的にしかありえ」閑一ないからで

ある。「垂直的分化工程間の取引」ω，では，個々の取引の貨幣「請求権系列の

逆進が現れるわけではない」4いから，そこでは貨幣による決済が必然的である。

　さらに，商業信用は信用なるがゆえに限界が存在する。すなわち，「この商

業信用にとっての限界は，限界自体を考察してみれば，1）産業資本家たちお

37〕山田氏の場合．「絶対的貨幣化」における「相殺」について厳格な条件付けはされていないよう

　であ孔なぜならば・．手形振出人が・裏書調渡によって手形が転々流通した最後の標権者｛手形
　呈示者一）にたいして最恵的1三貨幣金で支払ったとしても，中間者（実害調渡人〕たちの局では手

　形が「相殺によって絶対的に貨幣化」したと考えるからである。この場合「絶対的貰幣化」を達

　成する「相殺」とは，中間者（裏書諏渡人）が一方の手で与えた信用旧権）で他方の管務を相

　殺したこと、と考えておられるようである。

38）　K．Mor■．o．o．0．，S．413、　育i掲、　681貫0

39〕　K．Ma帆‘㎞o，S－496出497、前掲、第11巻．828－829頁。

40〕川合，前掲書，29－30頁。

41〕　K．Mar！．o．o．0．、S．497、前掲，829頁。

一57一



信用制農の二側面についての孝宗一個別資本税負からの信用業の克服をめざして一（松本〕

よび商人たちの官，すなわち還流遅滞の場合に彼らが自由に使用できる準備資

本，2）この遠流そのものである」蜆㌧このように商業信用は，資本の還流と．

その還流がとどこおった場合の資本家の準備資本丘とによって制限される。そ

のために再生産的連関において授受される商業手形は，その手形が表す債雅（貨

幣支払約束）の個別性，また債務を負うている資本家の準備資本能力の限界等々

によっても，流通に限界がある。つまり，信用成立の第1条件一資本の還流と

資本家の早備資本量一これを信用成立の第2条件と呼ぼう一によって商業手形

の流通は制限されている。

　以上のように，商業信用は，完全相殺と信用の成立条件（資本の還流・準備

債本量）との二要素が十全に機能するかぎり，「絶対的貨幣化」を果たし，貨

幣を代位するのであるが，現実にはその二要素ゆえに貨幣代位に限界がある。

信用制度は貨幣金節約体系として，この「貨幣代位の二要素」を十全に内包す

るシステムでなければならない。この条件は，当初，貨幣取引資本によって整

えられる。

　貰略取引實本は，「産業汽水および商品取引資本…の流通過程において貨幣

が遂行する純粋に技術的な詣連動を…自分に特有な諸操作として営む」側一。こ

の特殊な詣操作とは，具体的には，貨幣の支払，出納，簿記，差額の決済，当

座勘定の処理，賞幣の保管などである。貨幣取引資本の自立によって資本は，

純粋流通費としての貨幣取引費用が節約され乱この簿記費用を含む貨幣取引

費用は，本源的流通費用である流通資本と同じように，「各個別汽水が自らの

連動の費用として直接に支出あるいは投下する」。その点で，同じ純粋流通費

である貨幣費用（「貨需そのもの」）とは相違している“一。このように，貨幣取

引貸本自体は，当面個別資本の負担する純粋流通費用である貨幣取引費用を節

約するものとして自立化するのであり，「貨帯そのもの」の節約の達成を目的

一2〕K．晩m、ル舳、S，497．前掲．830頁。

43）　K．MaI■■，‘㎞o．S．327，　前｛8，　策9書．　532〕巨。

44）犬吹．舳書、61，91－9狽バた，算1筆・業2帆棚されたへ大吹氏は，「舳卿資
　用」とされていたが，本標では「讐需取引責用」とした。

一58一



憂蛤経済論集薫10巻第2号　（1990）

とするものではない。しかし，貨幣金節約体系としての信用制度においては，

出発点の位置に登場する。なぜならば，貨幣取引資本は，「相互的な諸支払の

連関も規模も規定しない」が，「貨幣が支払手段として機能する限りでは，差

額の決済を容易にし，またこの決済の人為的機橋によって，決済に必要な貨幣

総量を減少させる」伽からである。

　貨幣取引資本は，一方では，個別機能資本の貨幣の流通技術上の詣操作を自

己に集中することにより，商品取引に伴う債権債務を自己に集中する。その結

果，債権債務の振替・相殺による決済が可能になる。そして，このような人為

的機構の発展は，個別資本間では現実に不可能であった「商業信用の循環」を

可能にするような「再生産の完全な循環」を預金勘定を中心に達成される可能

性を内包するようになる。他方で，貨帯取引資本は，預金の形態で支払・講買

手段の準備金，減価償却基金．蓄積基金等，再生産過程から避難している遊休

貨幣資本を自己に集中する拍■。この二面において貨幣取引資本は，信用制度が

銀行信用という「より高次の『流通する信用の形態’」冊を創出し，貨幣金の

節約体系を完成させる出発点にたつ仙。

　以上見てきたように，貨幣取引資本は自らが営む貨幣流通技術上の操作に

よって，1）自己を中心にした再生産の循環を可能にし，2）着茂貨幣の第I

形態，第皿形態の保管を通じて，それらを準備金として保有することができる。

ここに，銀行券と預金通貨という「より高次の流通する『信用』」の成立の条

件が整う。銀行券がより社会化され，「一定額を単位とする一覧払い債務」と

して，しかも「占有移転によって譲渡される無記名債権の形態」で流通し，支

45〕　K．M町■．o．o．0．．S．333、前掲，542買0

46〕　X．Mal・■．2㎞o．S．331，　前，8，　538買0

4η　松本入廷．前掲脅．228買。

48〕　近年，讐需取引資本一利子生み脅本→銀行書本という離書で管用資と利子生み寮本○の統一的

　種解を計ろうとする8■が見られる。そうした8積‘ま，警資讐需の利子生み書本化を量梶してい

　る占で，業者の見解とは権道があるものの，讐帯収引資本着票の上で書弓になつた。松田清「マ

　ルクスの砒需取扱資本』Dについて一管用8と咄需取扱領本』絶○r’質薦書集祉会科学■’

　業18着算3号，1983年。同，「現代書本主業と利子・管用D」o経向312号．1990年4月。真田幸

　業。中央銀行の，多成一イングランド銀行の史的形成一’多買出胆、1987年．算7筆。
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払手段として機能する条件側は・この段階で整えられ炉㌧この段階で，商業

手形よりも高次の信用貨幣である銀行券および預金通貨の流通の特徴の基礎が

確立する。すなわち，その特徴とは，銀行の債務を意味するこれら信用貨幣が

なんらかの形で銀行に還流するという流通形態がそれである5’＝。

　12〕撮行他用における信用による貨需代位

　これまでのところで，われわれは銀行を措定する段階に到達した。その意味

では，次の銀行信用そのものへと論点を進めなければならない。しかしその論

点に進む前に，ここでは銀行信用の段階での信用による貨幣代位について明ら

かにしておかなければならない。というのも，信用による貨幣代位は銀行信用

の前提条件であるからであ乱したがって，ここでは銀行信用そのものを取り

扱うのではなく，銀行信用段階における貨幣代位の条件とその貨幣代位がどの

ように展開していくかを考察することが課題である。

　銀行を中心とする信用連鎖のシステムが信用による貨幣代位の一つの要素で

あり，当面それは貨幣取引資本の段階で整えられることは，今見てきたところ

49）　「銀行券という債権は・銀行が貸本制社会の貨幣の保管・出納を行うところから・社会的な槻

　模での資本の回流そのもあによって保師されている。このように祉会的資本の回流によって強力

　に支えられているから、銀行券は銀行の貨幣準備をはるかに超えて発行されうるとともに．もは

　や個々の私的資本の回流に依存しないゆえに・一定額を単位とする一覧払い債務とすることがで

　ぎるし．かつ手形のように発行者以外のものが裏書による支払担保責任を負うことも不要となり

　貨幣と同じく占有移転によって諫渡される無記名債権の形態をとる。こうして・銀行券は、手形

　よりはるかに強力かつ便利な支払手段として、貨幣と同視されるに至る」侑山康吉」「信用制度の

　法的側面」6金融論調座1　貨幣’信用の理論』有斐閣．1964年，266頁〕。

50〕格技氏は、信用貨幣の流通根拠を決済性預金の形成にもとめられ，「当座預金（＝決済性預金ゾ

　の振替時点や、小切手や預金受領証での支払後の」定時間経過時点で．支払が完了したとみなす

　祉会的侵行が」，「信用貨幣に0絶対的貨幣機能」を与える」ことを重要視されている1前掲書．

　256－257頁。前掲論文，8頁〕。確かに．楊枝氏の言及されているような祉会的規範が信用貨幣の’

　　『絶対的貨幣化」にとって重要な意義を持つことは否定できない。また、その「社会的規範」の

　成立が，近代的信用制度成立の一つの歴史的段階を画することもまた否定できないであろう。し

　かしながら、氏も前掲書262頁において指拍されているように・そうした祉会的規籟一われわれは

　これを法律的上部構造の問題と考える一が成立する経済的な基礎条件に信用貸箒の「絶対的貨馬

　化」の論理的基礎を求めることはできないのだろうか。信用の経済的成立条件とその信用が貨鴇

　を代位する経済的条件という二側面から信用貸幣の「絶対的貨幣化」は考えられるべきであろう

51）　「銀行券はただちに免換されるわけではなくて流通界に滞留するし．預金となって銀行にもどっ

　てきたり・あるいほまた貸付けた銀行券は返済によって銅行に還流してくる」｛長幸男。現代金融

　竃』時帰社，1969年，36頁〕。
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である。ところで，銀行券と預金通貨は銀行が負う債務であるから，その両者

は「その本質においては…同一な銀行信用貨幣である」肥，。だが，銀行券は個

人の所得流通において預金通貨よりも広範に決済手段として機能するところ

に，預金通貨との差異が求められる鴉1。さらに，発券独占が確立し，国家信用

を背景に法貨規定を与えられると，ここに信用貨幣の重層化が発生す糺金準

備は中央銀行のみが保有するものとなり，中央銀行券が中央銀行の金債務とし

て第1次的な貨幣請求権となるのに対して，預金通貨は，市中銀行の現金債務

として第2次的な貨幣請求権になる帥。信用制度は，信用貨幣の重層化を特徴

とし，基底的には1．）資本の円滑な還流と2）中央銀行に保持されている金準

備とに支えられた，中央銀行信用を頂点とする信用達鎮の完結したシステム5ヨー

を内包することによって貨幣金節約体系という側面を完成させる舳。このよう

に，信用制度は，その基礎的側面としての信用による貨幣代位の体系という側

面を内包することになる。中央銀行を中心とする信用貨幣の重層的システムが，

一国民経済全体の所得流通の隅々まで信用による貨幣代位を可能にするのであ

52〕　　’葦，　甫町掲書：，　37頁。

53〕　「地方の小私立銀行の発行していた銀行券は主として少領のもので小r］小取引や貸金の支払に

　用いられ，所得の流通に入りこんでいった」｛長、前掲書．32頁，。「発達した信用制度のもとでは、

　大量の繭取引にはたいてい小切手が用いられており．この分野では銀行券はいわば小銭といった

　地位にひきおとされている」胴，35頁〕。こうした．長氏の指措にもかかわらず歴史的には．預

　金通貨が所得流通の段階を媒介する例も見られる。推測に基づくことになるが．発券独占が成立

　する以前は．その流通範囲は別としても，預金貨需も1銀行券も．信用貸箒としては同様に所得

　流通を媒介していたのではないか。この点は．今日の金融技術革新による肯幣機念の拡大を考え

　る場合でも重要な点であると考えるが．歴史的考察も含めてこの論点の考察は今後の課題である。

54）松本久雄，前掲書．238頁。

55〕中央銀行の発券集中について考える場合の次の指拍は参照されるべきであろう。「市民的公共性

　の発展とともに．最大限に拡大された自由な市場がもたらされたが，，このことはさらに一国的授

　模での再生産構造が形成されたということでもあった。個内の生産が組織化』されたのである。

　さらにそれに応じて信用制度も整備された。中央銀行を頂占とする重層的な金融制度が形成され、

　自律的で一般的な金融市場が機能するようになった。そこでは、信用開係の相殺の完結度が飛躍

　的に高まることによって、信用手段が絶対的に貨幣として機能する領域が拡大し．また中央銀行

　への要求が商業信用から幾重ものチェック機構を経て達するため，中央銀行とその銀行券への信

　頓は非常に高まった」｛大野和「発券銀行の基礎」r金融経済』第200号，1983年，191頁）。

56）　ここでは．国家信用の問題に触れなければならないのであるが本榊二おいてはその余裕はない。

　不換銀行券とインフレの問題を解くためにも今後の課題となろう。
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る舳。

　しかし，貨幣を代位しているのはあくまで信用であるのだから，資本の円滑

な遠流が維持されなくなる場合には，中央銀行の金準備によってのみ銀行券が

支えられることになるのである。言い換えれば，信用制度は，中央銀行の金属

準備のみに制度の基礎的条件たる信用の維持の保証を求めざるを得なくなる。

資本の還流がとどこおった場合の中央銀行の信用供与の限界が金準備であると

いうことは，信用制度における信用拡張（あるいは信用貨幣流通）の限界の別

表現である醐。その限界が露呈したとき，現実の流通を支えていたものが単な

る架空な信用であったことが白日の下に晒されるのである馴。中央銀行は，現

実の再生産の順靱な進行にかかっている貸本の円滑な還流を規制できるもので

はない。中央銀行力呵能なのは，せいぜい自らの能力の限度内で信用を与える

ことによって信用貨幣の存在基盤である決済システムを支えることだけであ

る。しかし，その一方で，中央銀行を最終的な要とした信用の円環状の連鎖を

特徴とする決済システムが，信用貨幣の流通の条件であり，信用制度の基底的

5η　「銀行券とは，いつでも持参人に支払われうる…．銀行業者宛の手形にほかならない。この量

　後の信用形態は，売人にはとくに日につく量豊なものに見える。なぜならば．集一に．この種の

　侶用貸篇は．単なる商業流通から出て一般的流通にはいり、ここで讐鴨として機能するからである。

　また〔新二に〕，たいていの国で1オ・銀行券を発行する圭奏銀行は，国家的銀行と私営銀行との奇

　妙な混合9として実際にはその背後に同家信用をもち、その銀行券は多かれ少なかれ法定の支払

　手段であるからである。また〔策三に〕．銀行券はただ流通する信用筆欄を表すにすき一ないので

　銀行券が商売の村長にするのは信用そのものであるということが・ここで明課になるからである」

　　恢・M8r■、o＝’。0．、S．417、煎梶、算10着，68？山688頁〕o

58）　「慣用創I度の発農につれて，讐本主構的生産は・高とその連動とのこうした金口的制限．物的

　であると同時に変複的でもある制限をつねにとりのぞこうとつとめるが・練り返しこの。順に頭

　をぶつける」｛K・M3r■．’・o・0・．S・589・期1巻・前掲・1000－1001頁㌧不換制下の今日，この間

　電はインワレーシ目ンの問題と深くかかわると考えられる。

59）　この点については，山田，前掲「徳用讐需について一個用主業と重金主構」162－165頁を参照

　されたい。調えば、次のように拍むされてい札「中央銀行制度が確立されて。銀行券が法定支払

　手段になっている島合には、銅行1ま恐債期においても信用貨需を端やすことによって支払手段着

　奏に応えてパニックをある程度練和することカ可能である。〔しかし〕銀行券の続通を支える資本

　．の■講がも1オや失われているこの局面で1オ・銀行崇に示される銀行早用を支えるのは金口準情し

　かあり得ない」t・〔〕は引用者。164買）。「こうして，資本制的種用でほ．早生竜の渣動性水

　豊舗されている前提の下でのみ金口的制課から解放されている（値用主業）が，ひとたび再生産

　の測雌が宍棚る局面では釧によ馴眺曼けざる榊ない1量金鋤篶銀行物種舳暗
　性を穂定するのは，進本的に1ま，　寮本の環続であるのだが．恐覚局面では金への昆換である」｛165

　買〕。
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側面であるのだから，そのシステムの維持は中央銀行の使命である。。」。

　以上，信用制度の一方の側面が貨幣金節約体系であり，その要素を示すこと

が「資本論』第3部第5備第25章における目的の一つであったことを見てきた。

また，そこで示された要素は，どのように信用制度における貨幣金飾約体系の

要素として貫徹するのか，ということも考察した。次にわれわれは1信用によ

る貨幣代位に基づいて銀行信用がどのように展開されるかを考察しなければな

らない。

V．場行管用の畳間一・他用練度の「もう一方の電画」・

　本章においてわれわれは銀行の分析に入るが，その場合の視角は第I章で述

べたように，銀行を個別資本の面で見ていこうとするものである。だが，ただ

単純に個別資本視角での分析をするわけではない。銀行資本は，一方で信用制

度の基礎的条件に基づいて連動しているのであるから，．総資本的側面とどのよ

うにかかわっているかも明らかにしながら銀行資本の個別資本的側面を分析す

ることになる。

　「信用制度のもう一方の側面は」，「賞略取引業1者の特殊的侵能として」の「利

子生み資本あるいは貨幣資本の管理」であ砂3。この信用制度の側面を担うも

のこそ銀行資本であり，その意味で信用制度は銀行制度でもある。この制度の

基盤は前章で考察した「信用の貨幣化」であり，それに基づいて銀行資本は検

能資本に与信する，これが銀行信用である。すでに第皿章で言及したように，

銀行信用の特徴は，「無準備の債務」を負うことによって貸し付けるところに

ある。銀行は，この「信用の利子生み資本化」を通して信用媒介すなわち「利

子生み資本の管理」を行うのである。銀行は，「信用創造」という機能と「信

60，F蝸はペイメント・システムについての報告書のなかで次の』1うに指備している。「ペイメン

　ト・サービスを提供するわ合の連邦準構銀行の役割1ま．支払メカニズムの完全性と拠率性を促進

　し，公平な原則に讐づいてすぺての預金金融機開にペイメント・サービスが提供されるよう保証

　すること．．’．．．である・㈹ポTh市d帥1陣w・i・t、・P・岬皿携Sy舳一〃・舳・舳舳・

　“｝、May1990．p．293〕0

61）K－M…．“。0．．S．416，前掲，算10巻、686買。
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用媒介」という機能を同時に行う信用機関である。

　個別資本としての銀行を見てみると，貨幣取引業務（例えば，送金業務）も，

利潤の源泉として意義を持ってく糺しかしながら，資本としての，自己増殖

する価値としての銀行資本にとっては，利子獲得の手段である銀行信用供与こ

そ第一義的に重要な意味がある。信用貨幣の流通条件が整っているかぎり，銀

行は信用創造を拡大し，利子を自らの利潤の源泉として獲得することができる。

銀行信用の本質は，「社会的総資本の再生産における将来のW’一G’とこの銀

行への還流に立脚し，この貨幣を先取りした貨幣支払約束にほかならず，信用

貨幣（銀行券）の形をとった一定価値額の一時的譲渡という利子生み資本の運

動形態である」ということができる苗㌔それゆえ，銀行信用（ここでは信用創

造）を量的に規定するのは，まず社会総資本的な条件すなわち「現実資本の再

生産の規模」朗3である。また，個別資本的に見れば銀行信用は，銀行によって

与信され，設定された当座預金から現金が流出する場合に備えて銀行が保有す

る支払準備の割合によって規制されている。個別銀行資本は，支払準備を補填

しなければ与信が制限されるので，預金獲得競争に向かうことにな乱しかし，

これは個別銀行資本間の問題であって，社会総資本的に中央銀行を頂点とする

決済メカニズムを考えた場合，そのメカニズムの枠の外に信用貨幣の流出が起

こることはない制■。

　ところで，銀行資本は貸付可能な貨幣資本を自己のもとに集中し，それを機

能資本家に貸し付けることによって信用媒介機関としての機能を果たし，利潤

る・）山田，榊「利子生み資本と信用哨用の棚・条件・雌一・…副次の榊も参考になる。

　「金融取引は．現在所得と将来所得の交換という異時点間にまたがる取引である。」したがって

　「金融取引が円滑に実現されるために」行われる・将来についての「不砧実性やリスクに対処す

　る行動」に伴う取引費用を節約することが金融仲介業者の役割である㈹尾和人「金融識関の検

　能と行動」「金融’有斐間，1989隼，105－107頁〕。

63〕山田，前掲r信用貸幣について一信用土裏と量金主業」164貢。

64〕吉町前掲「ペイ｛そい言るで告勾咋孝行システムを考える」・48頁。「銀行が預金を受け入

　れるのは，あくまで個別資本にとっての問題であり支払準徹を衛境するためであると理解するこ

　とが肝要である」1大自，前掲胎文．80買）。
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率の均等化を実現すると言われていぴ＝。また，「銀行業者は，（信用貨幣によ

る貸付以外の…引用者）他のあらゆる形態での信用をも取引の対象とするので

あり，自分のもとに預けられた貨幣を現金で前貸しする場合でもそうである」舳

とも言われている。われわれは，この点とのように考えれば良いのだろうか。

ここでも，個別資本視角と社会総資本視角の両面において問題を考えてみよう。

遊休貨幣資本の果中とその貸付は，確かに，個別銀行資本からみれば，「一方

の手で受けた信用」（預金）をr他方の手で与えた」（与信）ように見える。し

かし，この場合でさえも信用制度においてマクロ的に見れば，この事態は，「社

会的総資本の再生産における・貨幣の前貸と還流の連動の反映にほかならな

い」のである。つまり，どのような規模においても一定の社会的再生産では，

「円滑な再生産を前提すれば」，一定額の「蓄積基金の投下頷と積立額とが等

しい」事態が起こる。また，貨幣流通の面で見てみると貨幣は，銀行から「現

実的書積を行う」資本家群へと前貸され，「貨幣蓄積を行う」資本家群のとこ

ろで蓄積され，「銀行へ還流する」。このように，「社会的規模で見るならば，

銀行が貨幣の出発点であり，また遠流点になるゴ言i。段落冒頭で示した個別銀

行資本における事態は，社会的総資本の運動の事後的結果を示したものと言え

よう舳。この点とは別に，利潤率の均等化は，個別機能資本間の競争を信用に

よって銀行が媒介することによって達成される。

65〕　漂■丁郁頭「資本主讐的生産における信用の役割」前掲0資本線体系6　利子・橋照’，99頁。渣

　辺．前掲「信用制度の役割」．172頁。

66〕　K．Mar■．o．o．0．．S．417．前掲、第10巻，688貫。

酬　山田，前掲「信用貸幣について一信用土裏と重金主構」167－168貫。辻信二“金融と銀行’学

　文祉．1990年、69－71頁。

68〕注66）として引用したマルクスの叙述に岡連して，松田沽氏は三宅業夫氏の説によりながら．次

　のように言われる。『銀行はこの貸付可能な着水を，自己の所有に模する貸鴨として貸し付ける。

　貸箒信用としての銀行信用の成立である。」「こうして現実に貸付が行われれば，領金債務に対応

　する貸略はもはや存在しないのであって、頭金は架空化する」舩田．前掲高文．124頁〕。この点

　は山田氏も．前掲「利子生み資本と信用一信用の本領・条件・機能一」において，「貸箒信用にあっ

　ても標務の貸付，信用の貸付がなされているのであるが．ここでは，貸付けられた現金賞需に対

　応じて偽度その新の領書が生じた」｛192則のだと指拍され，同時に、『金■貸霜を貸付けるむ合

　にも債雅を負う」とされる三宅説を肯定的に紹介されている（i9碩）。個別銀行の働面から1ま考

　慮しなければならない指値であるが，個別行本視角のみの見方であるようにも見える。
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　最後に，信用による流通費の節約についてみておこう。信用は，資本の流通

時間の短縮を促し，さらには機能資本の準衛金の節約をも達成する。銀行信用

はより高次の信用形態として，商業信用における限界を止揚する。銀行信用と

商業信用の接点のひとつは，手形割引であるから，次のようにも言える。すな

わち，手形割引を通じて，銀行信用は商業信用を代位することによって商業信

用の限界を止揚し，個別様能資本の本源的流通費用である流通實本の節約を促

進する。ここで，問題になっているのは，あくまで個別銀行資本と個別機能資

本との間の関係である。この個別資本間の関係は，社会総資本的レベル的には

社会的再生産過程を加速するとともに，過度の信用拡張を促進するといった形

で産業循環の要因の一つとしての意味を持ってくる。。3。これは，各個別資本両

の競争の社会的再一生産への影響とも理解できよう。だが，いずれにしても，こ

れらは流通時間なき流通という個別貸本の動侵による信用関係の般定契儂を示

したものにすぎず，この視角からは信用による貨幣金の代位の問遷は解くこと

ができないであろうことを付言しておきたい。

M．むすぴにかえて

　以上，信用制度の二側面について，ペイメント・システム論に触発されるか

たちで考察してきた。細かな具体的な論点についてはここでは繰り返さないか

中心的合点は次のところにあったと言え私信用制度の第1の側面は貨幣金節

約体系であると規定でき，まず明らかにしなければならないのは，信用がいか

なる条件と論理で貰時金を代位するかということであ私信用制度の第2の側

面，利子生み汽水の管理昌銀行資本の連動は，常に第1の側面を前提にしてい

る。それゆえ，銀行信用の内容と形態の考察は，第1の側面が一定程廣明らか

にされなければ不可能であったということである。このようにわれわれは，本

書文の分析によって「過賞」と「銀行」とが現実には密接に結びついているこ

とを明らかにした。

69）潔町．輸撮書文，102買。
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　本稿冒頭で提起された「銀行とは何か」という問いに対しては，銀行がどの

ような意味で「信用創造様関」であ一驍ﾆ同時に「信用媒介機関」であるかを明

らかにしたことによって，また「通貨とは何か」という問いに対しては，「信

用による貨幣代位」の論点を明らかにすることによって，全体の解答を示す出

発点に立ったと考えている。しかし，現代の金融革命の進行は，一見すると，

証券会社という「非信用創造機関」と銀行資本との機能の差を喪失させる方向

で進んでいるようにみえる。その場合，従来の銀行論が考えていた枠を超えて

銀行資本の機能を考えなくてはならないのか否か，が問題になろう。さらにこ

の論点は，現実資本と架空資本の乖離を考察する場合にも重要な問題になるの

ではないか。

　貨幣概念の拡大の問題について言えば，一つには，信用による貨幣代位が所

得流通における通貨概念の変革を意味しているのか，それとも，まったく別の

事態が進行しているのかを考えなくてはならないであろう。さらに，証券市場

などのいわゆるストック・マーケットが「過賞」に対して量的に・質的にどの

ような影響をおよぼしているのかも考えなくてはならないであろう。いずれに

しても，金融革命の進行にともなって起こっている個々の事態をどのように分

析するかは今後の課題になろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1990年9月10目脱稿）
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